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岡
本
隆
司
編

中
国
経
済
史

〈
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
三

四
四
頁
〉

　
本
書
は
先
史
時
代
か
ら
「
改
革
開
放
」
に

至
る
中
国
の
経
済
事
象
を
歴
史
学
の
立
場
か

ら
分
か
り
易
く
、
ま
た
奥
深
く
解
説
す
る
中

国
経
済
史
の
概
説
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦

後
日
本
に
お
け
る
初
の
中
国
経
済
通
史
と
い

う
画
期
的
な
側
面
を
持
つ
。
今
や
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
を
説
明
す
る

際
、
編
者
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
中
国
経

済
史
の
有
様
を
示
す
こ
と
は
「
十
分
条
件
で

は
な
い
に
し
て
も
、
不
可
欠
な
前
提
作
業
で

あ
る
」
と
言
え
る
。
そ
こ
で
専
門
的
な
中
国

経
済
史
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
中
国
経
済
専
門

家
の
世
界
だ
け
に
閉
じ
込
め
ず
、
一
般
の
読

書
人
に
対
し
て
の
開
放
を
試
み
た
と
こ
ろ
に

本
書
の
新
し
さ
が
あ
る
。

　
本
書
は
序
章
「
中
国
の
経
済
と
歴
史
」、

第
一
章
「
先
史
時
代
〜
秦
漢
」、
第
二
章

「
魏
晋
南
北
朝
〜
隋
唐
五
代
」、
第
三
章
「
宋

遼
金
〜
元
」、
第
四
章
「
明
清
」、
第
五
章
「
近

現
代
」
の
全
六
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
六

人
の
中
国
研
究
者
に
よ
る
分
担
執
筆
と
い
う

形
式
を
取
っ
て
い
る
。
各
章
末
に
は
「
漕

運
」
や
「
塩
政
」
な
ど
中
国
史
特
有
の
術
語

に
関
す
る
「
テ
ー
マ
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

解
説
と
論
考
に
は
さ
ら
に
四
〇
人
の
学
者
が

執
筆
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
初
学
者
で
も

専
門
研
究
に
入
り
込
み
や
す
い
よ
う
、
充
実

し
た
文
献
目
録
や
索
引
の
他
に
も
、
先
行
研

究
を
簡
潔
に
紹
介
論
評
し
た
文
献
解
題
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
中
国
経
済
史
の
貴
重
な
研

究
成
果
を
多
く
の
読
者
と
共
有
し
よ
う
と
す

る
配
慮
が
随
所
に
窺
え
る
。

　
こ
こ
で
経
済
制
度
と
政
治
概
念
が
相
互
に

影
響
し
合
う
興
味
深
い
事
例
と
し
て
、
明
代

初
期
に
関
す
る
論
述
を
紹
介
し
た
い
。
執
筆

者
の
岡
本
隆
司
は
「
中
華
」
と
い
う
概
念
を

取
り
上
げ
、
明
朝
に
よ
る
自
己
正
当
化
と
い

う
そ
の
政
治
的
意
義
を
指
摘
し
つ
つ
、
ま
た

「
現
物
主
義
」
や
「
不
換
紙
幣
」
と
い
っ
た

経
済
政
策
が
如
何
に
「
中
華
」
形
成
に
関
係

し
て
い
る
か
を
論
じ
て
い
る
。
数
百
年
に
及

ぶ
中
原
と
江
南
の
分
裂
状
態
を
解
決
す
る
た

め
、
明
の
皇
帝
は
国
外
市
場
と
つ
な
が
っ
て

い
た
江
南
を
金
銀
流
通
の
禁
止
に
よ
っ
て
海

外
か
ら
切
り
離
し
、
さ
ら
に
経
済
的
に
遅
れ

て
い
た
中
原
を
江
南
に
結
び
付
け
る
こ
と
で

中
華
の
統
合
を
図
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
経
済
史
と
い
う
角
度
か
ら

眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

背
後
に
存
在
す
る
経
済
的
基
盤
の
存
在
が
認

識
さ
れ
、「
中
華
」の
相
対
化
も
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
例
に
過
ぎ
な
い

が
、
本
書
は
門
外
漢
に
と
っ
て
知
的
刺
激
に

溢
れ
て
お
り
、
過
去
の
優
れ
た
先
行
研
究
の

存
在
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
活
用
次
第
で
は

一
気
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
ま
た
専
門
用
語
も
頻
繁
に
登
場
す
る

が
、
本
文
と
テ
ー
マ
を
往
復
す
る
う
ち
に

徐
々
に
そ
の
意
味
を
体
得
で
き
る
作
り
と

な
っ
て
い
る
。
も
は
や
中
国
経
済
と
は
無
関

係
で
生
活
で
き
な
い
日
本
人
に
と
っ
て
貴
重

な
一
冊
で
あ
る
。 

（
倉
重 

拓
）


